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学院長挨拶
看護の道を志す皆さん、 本学院のパンフレットを
手に取ってくださりありがとうございます。
看護の学びは、 人と向き合う力を育てると同時
に、 これからの医療に必要な新しい知識にも触
れていく時間です。 本学院では3年課程では珍し
く2024年からICTを活用した学習環境を整えてい
ます。 教科書はタブレットで使用できるようにし授
業で学んだことをその場で記録することができま
す。 重い荷物に負担を感じることなく必要な資料
をすぐに開くことができると共に、 現場でのIT化に
むけスムーズに適応することができると思います。
その一方で、 現在の医療は人口減少や少子高齢

社会の急速な進展とともに医療を取り巻く環境は大きく変化し続けています。 患者
さんが住み慣れた地域で療養生活が送れるよう「地域完結型」のチーム医療が推
進されています。 看護職の役割はますます大きくなり、 どれほど進化しても患者さん
に寄り添う姿勢や思いやりの心は看護の本質として変わることはありません。
看護実習は、 同じ設置主体の公立館林厚生病院をはじめとする邑楽郡・館林地域
や施設で行います。 また、 授業でも実習施設から講師をお招きし、 実際に役立つ看
護を学ぶことができます。 教員は、 公立館林厚生病院での豊富な臨床経験を持っ
ており、 学生一人ひとりの個性や成長のペースを尊重し、 教員が丁寧に支援いたし
ます。 仲間と励ましあいながら学ぶ日々は、 看護師としての土台を築くだけでなく、
人として大きく成長できる貴重な時間です。
それでは、 皆さんの人生にとって大きな一歩となることを願っています。 公立館林高等看護学院の歩み

公立館林高等看護学院は、看護師を養成する公立の機関です。

昭和39年に館林市・板倉町・明和町・千代田町・大泉町・邑楽町の1
市5町により、地域医療の充実をはかるため、 邑楽館林医療事務
組合が組織され、 館林厚生病院が設立されました。 そして昭和47
年に優秀な看護師を養成するため、 当学院が開校しました。

急速に進む高齢化や生活習慣病の増加、 また医療の高度化・専門
化に対応するため、平成9年4月から現在地に新築移転し、定員を
90人(各学年30人) から120人(各学年40人)に増員して、 看護師の
安定した供給を図るものとしました。 さらに平成12年4月より専修学
校の許可を得て、 多くの優秀な看護師を輩出しています。 卒業生は
令和3年3月現在1505名を数え、邑楽郡・館林市地域はもとより全
国各地で活躍しております。

公立館林高等看護学院の教育理念
人間の生命と人格を尊重し、社会人としての人間形成をめざすとと
もに、看護に必要な能力を育成する。そして豊かな人間性を養い、
邑楽郡・館林市地域の特性に関心を持ち、地域の特徴や医療の動
向を多角的に捉え、看護への探求心と向上心を身につけ研鑽し続
ける人材を育成する

公立館林高等看護学院の教育目的
・豊かな人間性を養い、看護への探求心と向上心を身につけ研
鑽し続ける人材を育成する。 

・あらゆる健康レベルの対象を、生活体として捉え、最期までその
人らしく生を全うできるための看護基礎能力を育成する。

・邑楽郡 館林市地域で生活する人々の特性を理解し、 保健医療
福祉に貢献できる人材を育成する。 

・地域住民の健康の保持・増進、最良な医療を提供できる看護
師を育成する。

アドミッションポリシー （入学者受け入れ方針）

本学院は教育理念・教育目的・教育目標に基づき、 以下の質を持っ
た学生を求めています。

1．人に関心を寄せ、思いやりの心をもって人と関わることができる人

2．他者の話を聴くことができ、 自分の考えを伝えることができる人

3．目標に向かって主体的に学び続けることができる人

4．看護を通して地域社会に貢献しようという意欲を持っている人

学院の概要
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公立館林高等看護学院が選ばれるポイント

教育理念

教育目的

教育目標（卒業生の特性）

専門基礎分野

疾病の成り立ちと回復の促進

■疾病の成り立ちと回復の促進Ⅰ（病理総論） ■疾
病の成り立ちと回復の促進Ⅱ（病原体・感染症） ■疾
病の成り立ちと回復の促進Ⅲ（診断過程・臨床検査・
放射線療法・手術療法・栄養総論・薬理総論・リハビ
リ） ■疾病の成り立ちと回復の促進Ⅳ（循環・呼吸） 
■疾病の成り立ちと回復の促進Ⅴ（消化・吸収・排泄・
内分泌代謝） ■疾病の成り立ちと回復の促進Ⅵ（脳
神経・運動器・感覚器） ■疾病の成り立ちと回復の促
進Ⅶ（免疫機能・血液・腎・生殖・歯科口腔） ■疾病の
成り立ちと回復促進Ⅷ（さまざまな対象への回復促
進：小児） ■疾病の成り立ちと回復促進Ⅸ ■（さまざ
まな対象への回復促進：精神） ■疾病の成り立ちと回
復促進Ⅹ（さまざまな対象への回復促進：臨床判断能
力①）

保健医療福祉システム

■保健医療論 ■健康支援にかかわる保健医療福
祉チーム ■公衆衛生 ■社会福祉 ■関係法規 ■医
療サービスと経済

人間の構造と機能

■人体の構造と機能Ⅰ（基礎知識・生化学） ■人体の
構造と機能Ⅱ（呼吸と血液のはたらき・血液の循環と
その調整） ■人体の構造と機能Ⅲ（栄養の消化と吸
収） ■人体の構造と機能Ⅳ（情報の受容と処理・身体
の支持と運動） ■人体の構造と機能Ⅴ（内臓機能の
調整と尿の生成 生殖発生と老化のしくみ）

基礎分野

科学的思考の基盤

■学習の基礎Ⅰ・教育学 ■学習の基礎Ⅱ・論理的思考 ■学習の基礎Ⅲ・情報
管理① ■学習の基礎Ⅳ・情報管理② ■学習の基礎Ⅴ・主体的学習

人間の生活・社会の理解

■外国語 ■邑楽郡館林地域の理解 ■人間の発達とこころ ■人間の発達と
社会Ⅰ（人間と社会） ■人間の発達と社会Ⅱ（家族と社会） ■人間関係論Ⅰ（人
間関係の基礎） ■人間関係論Ⅱ（カウンセリング） ■人間と健康 ■健康と科学

専門分野

基礎看護学

■看護倫理 ■あらゆる健康レベルの人々への看護（経過別看護） ■看護の機能と役割Ⅰ（看護学概論・看護理論） ■看護技術Ⅰ（看護技術とは・安全安楽を守る技術） 
■看護技術Ⅱ（アセスメント技術・観察・コミュニケーション技術） ■看護技術Ⅲ（日常生活援助技術１　環境・活動と休息） ■看護技術Ⅳ（日常生活援助技術２　衣・清
潔） ■看護技術Ⅴ（日常生活援助技術３　食・排泄） ■看護技術Ⅵ（与薬の技術・症状・生体機能管理技術・診療・検査・処置の介助技術・創傷管理技術） ■看護技術Ⅶ（救

地域・在宅看護論

■地域在宅概論 ■地域在宅看護方法論Ⅰ（地域包括システムにおける多職種連携） ■地域在宅看護方法論Ⅱ（地域・在宅看護技術） ■地域在宅看護方法論Ⅲ（さまざま
な状況にある在宅療養者の看護） ■地域・在宅看護方法論Ⅳ（看護過程） ■地域・在宅看護論実習Ⅰ（地域包括ケアシステムにおける多職種連携） ■地域・在宅看護論実
習Ⅱ（多様な療養生活における看護）

看護の統合と実践

■看護の機能と役割Ⅱ（看護管理・多重課題を伴う臨床判断能力③） ■国際化と看護 ■看護研究Ⅰ（看護研究の基礎） ■看護研究Ⅱ（看護研究の実践） ■さまざまな状況
における看護（医療安全・災害看護） ■看護の統合と実践実習

成人看護学

■成人看護学概論 ■成人
看護学方法論Ⅰ（急性期看
護） ■成人看護学方法論Ⅱ
（回復期看護） ■成人看護
学方法論Ⅲ（慢性期看護） ■
成人看護学方法論Ⅳ（終末
期看護） ■成人看護学方法
論Ⅴ（看護過程） ■成人看護
学実習Ⅰ（急性期看護） ■成
人看護学実習Ⅱ（回復期看
護） ■成人看護学実習Ⅲ（慢
性期看護）

老人看護学

■老年看護学概論 ■老年
看護学方法論Ⅰ（健康障害
がある高齢者の看護） ■老
年看護学方法論Ⅱ（看護過
程） ■老年看護学実習

小児看護学

■小児看護学概論 ■小児
看護学方法論Ⅰ（健康障害を
抱える子どもと家族の看護） 
■小児看護学方法論Ⅱ（看
護過程） ■小児看護学実習

母性看護学

■母性看護学概論 ■母性
看護学方法論Ⅰ（妊産褥婦お
よび新生児に関わる看護） 
■母性看護学方法論Ⅱ（看
護過程） ■母性看護学実習

精神看護学

■精神看護学概論 ■精神
看護学方法論Ⅰ（精神看護
学のベーシックフレーム） ■
精神看護学方法論Ⅱ（看護
過程） ■精神看護学実習

邑楽郡・館林市地域の1市 5町によって開設された、
公立の看護学校

キャンパス紹介
学校生活の舞台となるキャンパスです。 同じ目標を持つ仲間たちと切磋琢磨しながら学ぶことのできる 環境です。 

外には四季折々の花が咲く美しい学院です。

①玄関 ②図書室

③教室 ④学生ホール

⑤演習室 ⑥沐浴コーナー ⑦講義コーナー

⑧実習室 ⑨講堂
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その人らしく生活できることを尊重し、さまざまな状況に応じた臨床実践力が身につく統合カリキュラム

臨床経験豊富な講師陣による少人数教育 

公立館林厚生病院を中心に地域で幅広く活躍する卒業生
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その人らしく生活できることを尊重し、 さまざまな状況に応じた
臨床実践力が身につく統合カリキュラム

公立館林高等看護学院 教育目標

カリキュラム説明

1. 生命の尊厳とその人らしさを尊重できる高い倫理観と豊かな人間性を養う。

2. あらゆる健康レベルの多様な価値観を認識し、科学的根拠に基づいた看護を実践するための看護基礎能力を養う。

3. 邑楽郡・館林市地域の特性を考慮し、保健・医療・福祉システムにおける自らの役割を理解し、多職種と連携・協働する基礎能力を養う。

4. 社会のニーズの多様化に関心を持ち、 看護への探求心と向上心を身につけ研鑽し続ける能力を身につける。

2年生 3年生
学習の基礎Ⅰ・教育学 1 15
学習の基礎Ⅱ・論理的思考 1 15
学習の基礎Ⅲ・情報管理① 1 15
学習の基礎Ⅲ・情報管理② 1 15
学習の基礎Ⅳ・主体的学習 1 15
人間の発達とこころ 1 30
人間の発達と社会Ⅰ 1 15
人間の発達と社会Ⅱ 1 15
人間関係論Ⅰ 1 15
人間関係論Ⅱ 1 15
人間と健康 1 15
邑楽郡・館林市地域の理解 1 15
小計 12 195
人体の構造と機能Ⅰ 1 30
人体の構造と機能Ⅱ 1 30
人体の構造と機能Ⅲ 1 30
人体の構造と機能Ⅳ 1 30
人体の構造と機能Ⅴ 1 30
人体の構造と機能Ⅵ 1 15
疾病の成り立ちと回復促進Ⅰ 1 15
疾病の成り立ちと回復促進Ⅱ 1 30
疾病の成り立ちと回復促進Ⅲ 1 30
疾病の成り立ちと回復促進Ⅳ 1 30
疾病の成り立ちと回復促進Ⅴ 1 30
疾病の成り立ちと回復促進Ⅵ 1 30
疾病の成り立ちと回復促進Ⅶ 1 30
疾病の成り立ちと回復促進Ⅹ 1 15
健康支援にかかわる保健医療福祉チーム 1 15
社会福祉 1 30
医療サービスと経済 1 15
小計 17 435
あらゆる健康レベルの人々への看護 1 15
看護の機能と役割Ⅰ 1 30
看護技術Ⅰ 1 15
看護技術Ⅱ 2 45
看護技術Ⅲ 2 45
看護技術Ⅳ 1 30
看護技術Ⅴ 1 30
看護技術Ⅷ 1 30
基礎看護学実習Ⅰ 2 90
地域・在宅看護概論 1 15
地域・在宅看護方法論Ⅰ 1 30
成人看護学概論 1 15
老年看護学概論 1 20
小児看護学概論 1 15
母性看護学概論 1 15
精神看護学概論 1 15
小計 19 455
1年次合計　　　　　　　　　　　　　　１085時間

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

外国語 1 15
健康と科学 1 15
小計 2 30
疾病の成り立ちと回復促進Ⅷ 1 20
疾病の成り立ちと回復促進Ⅸ 1 20
保健医療論 1 15
公衆衛生 1 20
関係法規 1 15
小計 5 90
看護倫理 1 15
看護技術Ⅵ 2 45
看護技術Ⅶ 1 20
看護技術Ⅸ 1 15
基礎看護学実習Ⅱ 2 90
地域・在宅看護方法論Ⅱ 1 20
地域・在宅看護方法論Ⅲ 2 45
地域・在宅看護方法論Ⅳ 1 30
成人看護学方法論Ⅰ 1 30
成人看護学方法論Ⅱ 1 30
成人看護学方法論Ⅲ 1 30
成人看護学方法論Ⅳ 1 30
成人看護学方法論Ⅴ 1 30
老年看護学方法論Ⅰ 2 30
老年看護学方法論Ⅱ 1 15
小児看護学方法論Ⅰ 2 45
小児看護学方法論Ⅱ 1 15
母性看護学方法論Ⅰ 2 60
母性看護学方法論Ⅱ 1 15
精神看護学方法論Ⅰ 2 45
精神看護学方法論Ⅱ 1 15
さまざまな状況における看護 1 30
成人看護学実習Ⅱ 2 90
小計 31 790
2年次合計　　　　　　　　　　　　　　910時間

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

地域・在宅看護実習Ⅰ 1 45
地域・在宅看護実習Ⅱ 2 90
成人看護学実習Ⅰ 2 90
成人看護学実習Ⅲ 2 90
老年看護学実習 2 90
母性看護学実習 2 90
小児看護学実習 2 90
精神看護学実習 2 90
看護の機能と役割Ⅱ 1 30
国際化と看護 1 15
看護研究Ⅰ 1 20
看護研究Ⅱ 1 20
看護の統合と実践実習 2 90
小計 21 850
3年次合計　　　　　　　　　　　　　　850時間

専
門
分
野

単
位

時
間1年生

単
位

時
間

単
位

時
間
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ポイント

3 臨床経験豊富な講師陣による少人数教育 

学院長が看護師だからこそできる人づくり教育
学校運営も看護師視点にたって

人とひとが関わる看護教育について現場に足を運んで教育しています。

当学院の教育カリキュラムは高い倫理観と人間性を養うことができるよう
に設計されており、３年間を通して生命の尊厳とその人らしさを尊重でき
る人材を教育しています。

教職員は公立館林厚生病院と定期的に人事交流

講義 ・ 演習 ・ 実習と現場に精通した教員 臨床指導者が指導

学生は、看護師に必要な専門的知識を日々学んでいます。 

地域社会の動向を理解し、疾病の成り立ちと回復促進、看護方法論などの多数の科目を経験豊富な現場の医師と看護師等の専門
職が講義を実施しています。

講義は1コマ90分の授業です。 進歩する医療に対応するため、看護師は幅広く、高度な能力が求められています。そのため、看護師とし
ての基礎を築く看護学校での学びはとても大切です。

総合計　107単位　2845時間

講義
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看護師として必要な専門的知識を基に看護技術の演習を行っています。 

例えば、患者様の身体を拭く清拭や、患者様の血圧・脈拍の変化を観察する演習を行っています。 

学生同士で、 看護師役・患者役になって実践し、 学生の実践力や思考力の向上を図っています。 さらに当学院は基礎看護学の単位数
が多く、シミュレーション等を活用し、 臨床実践能力が身につく演習を実施しています。

【技術交流】 

1年生と2年生が合同で技術練習を行い、学年間での相互作用を通して看護実践能力の定着を図ることを目的としています。

演習

講義や演習を通して習得した知識や技術を実際の患者実践に適応させて目標達成を目指します。 

1年次には看護技術実習を通し、科学的根拠に基づいた看護技術の重要性や個別性に合わせた看護の必要性を学習します。

2年次には看護過程を用いて、対象の健康障害や健康の段階、生活背景、価値観などに合わせた看護の必要性の理解し、患者の目
標達成を目指す看護の必要性を学習します。

2年次後半から開始となる領域別実習では既習の知識・技術を適応させ、 各領域別の対象に対して、 さまざまな状況に応じた看護実
践を行うための知識 技術・態度を習得します。

実習は患者様との関わりを通して、大きな達成感や看護師としての目標が深まり、 充実した日 と々なることでしょう。

実習

99
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キャンパスカレンダー 主な実習先病院

入学式
交流会
学校説明会①

学校説明会②

学校説明会③

オープンキャンパス①

オープンキャンパス②

夏季休暇
オープンキャンパス③

基礎看護学実習Ⅱ

宣誓式

交流会
冬季休暇

基礎看護学実習Ⅰ

領域別実習開始

卒業式
技術交流

宣誓式

学生一人ひとりが、ナイチンゲールの
灯を受け継ぎ、看護師としての第一歩
を踏みだします。

交流会

3学年が縦割りでグループを作成し、
学生が企画したレクリエーションを行
います。

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

学校説明会

本学院への入学を考えている方や家
族を対象に、当学院の特徴を詳しく説
明します。

また、地域で活躍する卒業生が看護
師への道について紹介してくれます。

オープンキャンパス

本学院への入学を考えている方や家
族を対象に、看護学生が一緒に体験
を通して当学院を紹介します。

卒業式

国家試験も終わり、 学院生活の締めくくりです。 それぞれの道へと巣立っていき
ます。

入学式

同じ夢をもつ仲間たちが、これから３年間ともに学んでいく始まりの日です。

● 邑楽館林医療企業団　公立館林厚生病院 

● 佐野厚生農業協同組合連合会　佐野厚生総合病院

● 日本赤十字社　足利赤十字病院 

● 桐生地域医療組合　桐生厚生総合病院

● SUBARU健康保健組合　太田記念病院 

● 医療法人康生会（社団）　つつじメンタルホスピタル

卒業後取得できる資格

看護師という夢を叶えられるようサポートしています

1. 看護師国家試験受験資格

2. 保健師学校・助産師学校および養護教諭養成課程の受験資格

3. 大学編入学資格

4. 専門士（医療専門課程）の称号を付与

5. 国家公務員採用Ⅱ種試験受験資格

本学院は、少人数制で先生との距離が近く、一人ひとりに寄り添っ
た丁寧な指導が受けられる環境です。分からないこともすぐに相
談でき、安心して学びを深めることができます。 臨地実習も充実し
ており、現場での経験を通して、知識・技術だけではなく個別性の
ある看護を学ぶとともに、地域医療についての学びも深められて
います。先生方の手厚い支援のもと、仲間と支え合いながら成長
できる、温かい学びの場です。

（3年生：Aさん 群馬県立館林女子高等学校出身）

公立館林厚生病院にて多職種と連携しながら、その人らしさ
を尊重した看護を大切に実践してきました。その経験に基づ
き、患者様やご家族一人ひとりに寄り添い「その人らしい看護と
は何か」を共に感じ、考え、学んでいきたいと思っています。

皆さんの夢が実現できるよう、一人ひとりの成長に寄り添いな
がら看護への道を支援していきます。

（教務主任）

学生

教員
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在校生のメッセージ
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ポイント

4 公立館林厚生病院を中心に地域で幅広く活躍する卒業生

卒業生の主な就職 ・ 進学状況

■群馬県
公立館林厚生病院

慶友整形外科病院

新橋病院

館林記念病院

桐生厚生総合病院

太田記念病院　　

IMS太田中央総合病院

群馬県立がんセンター

小児医療センター

群馬大学医学部付属病院

前橋赤十字病院

伊勢崎市民病院

高崎総合医療センター

利根中央病院

群馬中央総合病院　

■埼玉県
羽生総合病院

行田総合病院

新久喜総合病院

済生会栗橋病院

埼玉県立病院

さいたま赤十字病院

深谷赤十字病院

上尾総合病院

さいたま市立病院

東松山市立病院

獨協医科大学埼玉医療センター

獨協医科大学越谷病院

自治医科大学付属さいたま医療セン

■東京都
東京医科大学病院

東京都健康長寿医療センター

東京西徳洲会病院

武蔵野赤十字病院

順天堂大学医学部付属練馬病院

豊島病院

国立がん研究センター

■栃木県
佐野厚生総合病院

足利赤十字病院

佐野市医師会病院

佐野市民病院

自治医科大学付属病院

あしかがの森足利病院

■神奈川県
相模原協同病院

小田原市立病院

聖マリアンナ医科大学

■進学 桐生大学 マロニエ医療福祉専門学校 栃木県立衛生福祉大学校保健学科

千葉大学看護学部看護学科 新潟大学 養護教諭特別別科

■千葉県
千葉西総合病院

千葉県習志野病院

■茨城県
古河赤十字病院

同じ夢に向かって努力する仲間の存在は心強い
私は短大卒業後、福祉施設で介護職として働く中で、看護師とい
う存在に強く惹かれるようになりました。 知識が豊富で、必要な処
置を素早く的確に行う看護師の姿を見て、利用者さんが安心した
表情に変わる瞬間に何度も立ち会いました。 その経験から、「私も
このように人を支えられる看護師になりたい」と思い、進学を決意
しました。
現在は子育てをしながら、勉強や実習に取り組んでいます。 日々
の生活との両立は決して簡単ではなく体力的にも精神的にも大
変だと感じることもありますが家族の支えがあるからこそ、前を向

いて頑張ることができています。
学校生活では、テストや課題に追われて余裕がなくなることもありますが、同じ夢に向かって努力する仲間の存在は
とても心強いです。 また、親身になって寄り添ってくださる先生方の存在にも何度も助けられてきました。
授業や実習では専門的な内容が多く、最初は慣れないことに戸惑うこともあります。 しかし、日々の学習や演習を積
み重ねることで理解が深まり、できることが少しずつ増えていく実感があります。 また、先生方の丁寧な指導や仲間と
の支え合いの中で、確実に知識や技術を身につけていくことができます。
大変なことも多いですが、その分やりがいや成長を実感できる毎日です。 一緒に学び、看護師という夢を一緒に叶
えましょう。

Hさん 社会人2年生

1日の
過ごし方
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登校

子どもの迎え
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夕食
入浴

講義
講義

勉強

昼
食

私は、 身近に医療関係者が多いことから、 看護師の仕事に興味
を持つようになりました。
そして、 オープンキャンパスに参加した際、 先生と生徒の距離が
近い学校であると感じました。 また、 困ったことを相談しやすい環
境だと感じ、 入学を決めました。 この学校では、 先生方が親身に
なって指導してくださり、 困ったことがあればすぐに相談に乗り、
解決に向けてサポートしてくれます。 技術練習では難しいと感じ

ることがあっても、 朝や放課後に丁寧に指導していただけるため、 できるようになるまでしっかり学ぶことができま
す。 看護学校の生活では、 壁にぶつかることもありますが、 クラスの仲間や実習班のメンバーと励まし合いなが
ら、 テスト勉強や技術練習に取り組む時間は、 きっと有意義でかけがえのないものになります。 また、 交流会や技
術交流会を通して他学年と関わる機会もあり、 先輩方に不安なことを相談したり、 勉強や実習についてのアドバ
イスをいただくことができます。 この学校では、 仲間と支え合いながら知識と技術を身につけ、 自分自身を大きく
成長させることができます。
皆さんも館林高等看護学院で、 看護師になるために一緒に頑張りましょう。

交流会を通して他学年と関わる機会があるので
先輩方にアドバイスをいただくことができる

Oくん 群馬県立館林商工高等学校出身2年生
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講義
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私は幼少期に入院した際、 不安でいっぱいで心細かった私に、
看護師さんが優しく声をかけ、 そばで寄り添ってくださいました。
その関わりが大きな安心となり、 今でも心に残っています。 私も
誰かの不安に寄り添い、 支えられる存在になりたいと思い、 看護
師を目指しました。
この学院は1学年1クラスのため仲間との距離が近く、 3年間支
え合いながら学ぶことができます。 先生方も一人ひとりに向き合
い、 親しみやすく、 困ったときにはすぐに相談できる環境です。 一

人ひとりの個性を大切にしてくれる、 明るく温かい雰囲気があります。 試験や実習など大変なことも多いですが、
仲間や先生方に支えられながら乗り越えることで自分の成長につながり、 理想の看護師に一歩ずつ近づいてい
ると感じています。
特に3年生の領域別実習では、 約1年間さまざまな分野で患者さんと関わりながら、 看護師に必要な知識や技術
を学びます。 その中で1・2年生での学びを活かしながら、 自分の行いたい看護が少しずつ見えてきます。
うまくいかず悔しい思いや辛い経験をすることもありますが、 それを分かち合える仲間や支えてくれる先生方がい
ます。 決して一人ではありません。 仲間や先生方に支えられながら、 自分らしい看護を見つけていける場所です。
自分の理想の看護師を目指して、 一緒に頑張っていきましょう。

Kさん 群馬県立館林女子高等学校出身3年生

仲間や先生方に支えられながら、
自分らしい看護を見つけていける場所

1日の
過ごし方
（実習あり）
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地域で幅広く活躍する卒業生からのメッセージ
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修学資金 ・ 奨学金制度

学生納付金

私は、幼い頃、医療ドラマを見て看護師に憧れました。そして、中学生の時、曾祖父を自宅
で介護しており、訪問看護師が私たちにもできるケアを教えてくれ優しい声をかけてくれま
した。その姿を見て看護師になろうと決意しました。

学生時代は、専門的な言葉も多く患者さんとの関わりが難しい実習など多くのことを学ぶ
ことができました。 大変なこともありましたが、グループメンバーと共に実習を乗り越え達
成感を味わうことができよい思い出です。

現在、私は、循環器内科の病棟で勤務しています。 同じ疾患で入退院を繰り返す方や働
き盛りで突然発症してしまった方など様々な方を看護しています。 私は、入院前の生活に
戻れるように、生活背景を考えながらケアを行うように心がけています。 また、災害看護に
興味がありDMATに所属しました。 実務経験はありませんが、一人でも多くの人の役に立
てるように日々の学習や研修に取り組んでいます。 看護師は認定看護師などの資格取得
もできるため自分の興味のある分野を極めることができるのも魅力だと思います。

一人でも多くの人の役に立てるように取り組んでいます

看護学校時代は、医療や看護の知識、看護技術を学ぶため、座学・実技とも大変だっ
たとことを覚えています。 特に実技は、私自身が不器用なこともあり苦手に感じていたの
で、クラスメイトと放課後に練習をしていました。 しかし、大変な思い出だけでなく文化祭
ではみんなで協力して出店を開いたり体育祭ではバレーボールやドッチボールの練習を
したりと、とても楽しかった思い出があります。

私は、町役場の児童福祉部署で保健師として勤務しています。 保健師になろうと思った
きっかけは、実習で辛い思いをする患者さんと接し、病気にならないために普段から健
康的な生活を送れるように支援したいと思ったからです。 現在、児童虐待対応や子ども
のいる家庭の相談への支援をしています。 虐待関係については、自宅に訪問するといい
イメージを持たれないこともあり関わり方に難しさを感じることもありますが、関係部署
や児童相談所と協力しながら日々の対応をしています。 また、小さな町ですので、夏祭り
や防災訓練などの各種行事に運営側として従事することもあり、大変なこともありますが
楽しみながら仕事をしています。

普段から健康的な生活を送れるように支援しています

社会人入学なため歳の離れた人たちと仲良くできるかなと不安でしたが、同じ夢を持つ
仲間として互いに切磋琢磨し合い、楽しい学生生活を過ごすことができました。

先生との距離が近く、アットホームな雰囲気で気軽に相談できる点やチャレンジしたいと
いう思いに対して全力で背中を押してくれる点は、3年間過ごす中でとても感じていました。

自分自身が妊娠・出産した際に思い描いていたイメージとギャップが大きく、もっと自分に
知識があれば違うかたちのお産ができたのではないかと悔いが残ってしまいました。また、
初めての育児で神経質になり、今思えば、うつのような状態になっていた面もありました。
自分と同じ思いをしてほしくない！人生に何回もない貴重な出産・育児を素敵なものにして
もらいたい！という思いから助産師を目指すようになりました。 現在は助産師として、出産後
1週間弱の入院期間に育児技術を身につけなくてはならないママと赤ちゃんが、退院して
からの生活に困ることがないようママの育児技術の習得状況を観察し、全てに手を差し
伸べるのではなくサポートが必要な場合かどうかの見極めを大切にしています。

ママにとって貴重な出産・育児を
素敵なものにしてもらえるよう取り組んでいます

勤務先：公立館林厚生病院Hさん （43回生）

勤務先：佐野厚生総合病院Sさん （47回生）

勤務先：明和町役場Iさん （43回生）

公立館林高等看護学院を卒業（免許取得）後、公立館林厚生病院に看護師として就業する意思があ
る方を対象とする貸付制度です。（入学後選考があります。）

※本学院卒業後、看護師免許を取得し修学資金貸付を受けた期間に相当する期間、公立館林厚生病院に勤務した場合は
返済が免除されます。 ただし、当制度は公立館林厚生病院への就職を保証するものではありません。

邑楽館林医療企業団 看護師修学資金

貸付金額

30,000 円月額

公立館林高等看護学院を卒業（免許取得）後、館林市及び邑楽郡内の医療機関に看護師として就業
する意思がある方を対象とする貸付制度です。

※本学院卒業後、看護師免許を取得し修学資金貸付を受けた期間に相当する　期間、館林市及び邑楽郡内の医療機関
に勤務した場合は返済が免除されます。

館林市邑楽郡医師会 看護師修学資金

貸付金額

15,000 円月額

国の重要な教育事業として実施されている日本学生支援機構の奨学金貸与事業は、有利子貸与型、無利子貸与型、給付型の奨学金が
あります。 この奨学金の利用を希望する場合は、高等学校等在学中に予約採用手続きをされることをお勧めします。

※詳細は、「日本学生支援機構」ホームページをご覧ください。

日本学生支援機構 奨学金

公立館林高等看護学院を卒業（免許取得）後、群馬県内の所定の施設に看護師として就業する意思
がある方を対象とする貸付制度です。

※本学院卒業後、看護師免許を取得し５年間継続して、群馬県内の所定の施設に勤務した場合は返済が免除されます。
※詳細は、「群馬県」ホームページの「看護師等修学資金貸付制度」をご覧ください。

群馬県 看護師等修学資金

貸付金額

32,000 円月額

入学金

授業料

設備・資料

学校保険代

合計

100,000円

400,000円

15,000円

2,580円

517,580円

1年次 2年次 3年次

400,000円

15,000円

2,580円

417,580円

400,000円

15,000円

2,580円

417,580円

●教科書代 ： 160,000円程度　●ユニフォーム代 ： 65,000円程度　●その他の教材費 ： 45,000円程度
※費用は変動することがあります。

その他初年度にかかる費用

●健康診断 ・ 予防接種代 ： 30,000円程度 （3年間）
●実習にかかる交通費 ・ 宿泊費は自己負担となります。

その他の費用



公立館林高等看護学院
邑楽館林医療企業団

〒374-0043 群馬県館林市苗木町2497-1 info@tatekan.ac.jp https://www.tatekan.ac.jp/0276-73-7175 0276-73-6021
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